
－ 健康危機へのレジリエンスと危機をチャンスに －

新型コロナウイルス感染症
　度重なる自然災害や COVID-19、経済不況など、危機が頻発している。これらの危機に共通する
ことは、災害による直接的なケガや死亡、新型コロナウイルス感染症による感染といった直接的な
健康影響だけでなく、避難生活や社会的孤立、失業や経済状況の悪化など様々な「健康の社会
的決定要因」が複雑に私たちに影響しているという事実である。危機からの回復にも、ソーシャル・
キャピタルなどの社会的決定要因を考慮することが欠かせない。
　これまで、日本老年学的評価研究（JAGES）では自治体と協力して高齢者の健康に影響を与え
る社会的決定要因を明らかにするとともに、「岩沼プロジェクト」などを通じて災害時の「健康の
社会的決定要因」を明らかにしてきた。また、世界保健機関（WHO）神戸センター（WKC）では、
国連世界防災会議と仙台防災枠組（2015 年）、WHO の災害・健康危機管理枠組（2019 年）、そ
れらを実践するための科学的エビデンスの醸成に向けてグローバルな研究連携プラットフォームの
構築など、災害領域における貢献を行なってきている。
　World Health Day 2021 では、テーマの一つに健康格差があげられているが、健康格差の最大
の原因は健康の社会的決定要因である。本シンポジウムでは、これまで JAGES や WKC が果たし
てきた役割を踏まえ、高齢者における健康の社会的決定要因を考慮し、危機の時代に、だれ一人
取り残さずに健康な社会をいかに達成するかを、昨今のエビデンスをもとに検討する。
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